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表紙写真は、鳥取市観光コンベンション協会主催の「第２

回フォトコンテスト」で鳥取市経済観光部長賞を受賞した

作品です。ペンネーム：うたかたの影法師さんの作品、タ

イトルは「プチ砂漠in鳥取」。

現在、第３回フォトコンテストの作品募集が始まっていま

す。詳しくは本誌18ページをご参照ください。

�

今 月 の 表 紙

フォトコンテスト受賞作品
（©鳥取市観光コンベンション協会）

代表取締役社長　渡邉 健次

♪～  しようね 省エネ らるら ひと工夫

日
曜
朝
市 

  

い
な
ば
の 

お
袋
市

８
月
６
日
（
日
）
午
前
８
時
か
ら

 
 

鳥
取
駅
前
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
（
雨
天
決
行
）



鳥取商工会議所報
VOL749.2023.7.15

３

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
の
２
０
２
３

年
度
通
常
議
員
総
会
が
６
月
29
日

（
木
）、
鳥
取
市
永
楽
温
泉
町
の
ホ
テ

ル
モ
ナ
ー
ク
鳥
取
で
開
か
れ
、
22
年

度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
な
ど
を

承
認
し
ま
し
た
。

　
22
年
度
で
は
、「
地
域
活
性
化
で

新
た
な
未
来
へ
―
１
０
０
年
後
も
輝

き
続
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て
―
」
～

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
克
服
に
向
け

た
支
援
体
制
の
強
化
～
、
～
コ
ン
パ

ク
ト
＆
ス
マ
ー
ト
で
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
～
を
基
本
方

針
に
、
①
提
案
・
要
望
活
動
の
積
極

的
展
開
②
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の

実
現
③
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
自

己
変
革
へ
の
挑
戦
支
援
④
部
会
・
委

員
会
の
活
発
な
事
業
推
進
⑤
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
―
を
事
業
の
骨
子

に
据
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
基
本
方
針
に
掲
げ
て

あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

克
服
に
向
け
た
支
援
体
制
の

強
化
で
は
、
事
業
者
に
寄
り

添
い
な
が
ら
事
業
継
続
を
図

る
支
援
に
注
力
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
応
援
金

や
新
事
業
展
開
、
円
安
・
物

価
高
騰
対
策
に
関
連
し
た
補

助
金
な
ど
の
申
請
業
務
や
融

資
制
度
に
よ
る
資
金
繰
り
な

ど
の
支
援
を
行
っ
た
ほ
か
、

他
分
野
進
出
や
業
態
転
換
な

ど
新
た
な
事
業
展
開
を
図
る

事
業
者
の
支
援
を
積
極
的
に

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
22
年
11
月
か
ら
新
た
に
第

43
期
役
員
・
議
員
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
、
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
こ
と
な
ど
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
収
支
報
告
で
は
、
一
般
会
計
を
含

む
９
事
業
会
計
の
収
支
決
算
は
繰
越

金
を
含
め
た
収
入
金
額
９
億
１
９
５

０
万
２
７
７
円
に
対
し
、
支
出
総
額

は
５
億
８
５
２
２
万
１
６
８
１
円
で
、

次
年
度
へ
の
繰
越
金
は
３
億
３
４
２

７
万
８
５
９
６
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
こ
の
ほ
か
、
監
事
の
選

任
と
永
年
勤
続
役
員
・
議
員
被
表
彰

者
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
鳥
取
商
工
会

議
所
永
年
勤
続
役
員
・
議
員
表
彰
式

が
開
か
れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

 

【
副
会
頭
】
西
垣
豪
氏
（
副
会
頭
・

監
事
・
議
員
通
算
９
年
７
カ
月
）

 

【
常
議
員
】
小
谷
文
夫
氏
（
常
議
員
・

議
員
通
算
15
年
７
カ
月
）
▽
霜
村
將

博
氏
（
常
議
員
９
年
７
カ
月
）
▽
玉

川
政
一
氏
（
同
）
▽
玉
木
淳
二
氏
（
常

議
員
・
議
員
通
算
９
年
７
カ
月
）
▽

德
田
三
明
氏
（
常
議
員
15 

年
７
カ

月
）

 

【
議
員
】
井
上
法
雄
氏
（
議
員
15
年

７
カ
月
）
▽
大
塚
清
隆
氏
（
同
）
▽

大
月
徹
氏
（
同
９
年
７
カ
月
）
▽
懸

樋
義
樹
氏
（
同
15
年
７
カ
月
）
▽
勝

原
章
氏
（
同
９
年
７
カ
月
）
▽
民
野

純
男
氏
（
同
25
年
２
カ
月
）
▽
中
川

貴
禎
氏
（
同
９
年
７
カ
月
）
▽
中
村

隆
氏
（
同
）
▽
福
家
成
夫
氏
（
同
）

▽
古
川
純
一
氏
（
同
）
▽
森
下
泰
年

氏
（
同
15
年
７
カ
月
）
▽
吉
川
浩
氏

（
同
９
年
７
カ
月
）
▽
四
井
勉
氏
（
同

15
年
７
カ
月
）

 

鳥
取
商
議
所
・
２
０
２
３
年
度

　
　
　

通
常
議
員
総
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　 

事
業
報
告
、
収
支
決
算
な
ど
承
認

事業報告などを承認した通常議員総会

永年勤続表彰を受けた役員・議員の皆さん。
前列左から2人は児嶋会頭
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４

動 向

　
部
会
員
企
業
へ
の
視
察
を
通
し
て
、

自
社
の
効
率
化
や
業
務
改
善
に
生
か

し
て
も
ら
お
う
と
鳥
取
商
工
会
議
所

工
業
部
会
（
木
下
貴
啓
部
会
長
）
は

６
月
６
日（
火
）、
鳥
取
市
立
川
町
７

丁
目
の
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
（
旧
社
名

：

三
洋
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
鳥

取
㈱
）
を
訪
れ
、
部
会
員
ら
42
人
が

工
場
内
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
工
場
内
の
見
学
で
は
２
班
に
分
か

れ
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
通
信
機
器
、

車
載
機
器
・
基
板
な
ど
の
製
造
や
品

質
管
理
の
現
場
を
視
察
。
参
加
者
ら

は
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
同
社

の
製
造
現
場
に
高
い
関
心
を
寄
せ
、

現
場
担
当
者
が
説
明
す
る
製
造
工
程

な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
工
場
見
学
の
後
は
、
昨
年
６
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
人
材
育
成
拠
点
「
ビ

ジ
ョ
ナ
リ
ー
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
」
に
移
動
し
、
企
業
説
明
会

を
実
施
。
同
社
の
長
谷
泰
彦
取
締
役

副
社
長
が
１
９
６
６
年
７
月
に
創
設

し
た
鳥
取
三
洋
電
機
㈱
の
話
か
ら
苦

難
を
乗
り
越
え
て
き
た
時
代
、
多
岐

に
わ
た
る
現
在
の
事
業
概
要
な
ど
を

詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

今
年
１
月
に
変
更
し
た
社
名
に
つ
い

て
「
限
界
（
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
を
否
定
（
Ｎ

Ｏ
）
す
る
」
が
由
来
で
あ
る
と
解
説

し
、
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
る
社
員
の

熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
語

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
同
社
の
取
り
組
み
や
今
後
の
事

業
展
開
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
商
工
会
議
所
の
工
業
部
会
、

金
融
部
会
、
サ
ー
ビ
ス
部
会
、
観
光
・

交
通
部
会
、
流
通
部
会
の
総
会
が
次

の
通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆
開
催
日
　
５
月
31
日
（
水
）

◆
出
席
者
数
　
24
人

◆
主
な
事
業
計
画
　
①
正
副
部
会
長

会
議
、
総
会
の
開
催
②
視
察
研
修
の

実
施
③
公
立
鳥
取
環
境
大
学
と
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
連
携
事
業
④
異
業
種
交
流
会

の
開
催
⑤
関
西
圏
と
の
交
流
促
進
⑥

各
種
研
修
会
の
実
施
、
関
係
機
関
と

の
連
携
⑦
そ
の
他

◆
開
催
日
　
６
月
２
日
（
金
）

◆
出
席
者
数
　
13
人

◆
主
な
事
業
計
画
　
①
正
副
部
会
長

会
議
、
総
会
の
開
催
②
地
方
創
生
に

係
る
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
等
の
開
催

◆
開
催
日
　
６
月
12
日
（
月
）

◆
出
席
者
数
　
22
人

◆
主
な
事
業
計
画
　
①
正
副
部
会
長

会
議
、
常
任
委
員
会
、
総
会
の
開
催

②
新
入
社
員
研
修
の
開
催
③
経
営
、

人
材
育
成
等
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
④
こ

ど
も
大
学
と
っ
と
り
の
開
催

◆
開
催
日
　
６
月
16
日
（
金
）

◆
出
席
者
数
　
17
人

◆
主
な
事
業
計
画
　
①
正
副
部
会
長

会
議
、
常
任
委
員
会
、
総
会
の
開
催

②
研
修
会
の
実
施
（「
若
手
経
営
塾
」

の
開
講
）
③
運
送
業
小
委
員
会
の
活

動
（
運
送
業
Ｐ
Ｒ
、
就
業
促
進
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
）
④
鳥
取
市
観
光
大
学

へ
の
協
力
⑤
そ
の
他

◆
開
催
日
　
６
月
23
日
（
金
）

◆
出
席
者
数
　
31
人

◆
主
な
事
業
計
画
　
①
正
副
部
会
長

会
議
、
常
任
委
員
会
、
総
会
の
開
催

②
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
の
開
催
②
県
内
外

の
先
進
地
視
察
研
修
③
セ
ミ
ナ
ー
、

講
習
会
の
開
催

 

工
業
部
会
が
企
業
視
察
会
を
開
催

　
　

㈱
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
製
造
現
場
を
見
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
社
の
歩
み
に
耳
を
傾
け
る

製造現場で節身を受ける参加者ら

工
　
業
　
部
　
会

木
下
　
貴
啓 

部
会
長

金
　
融
　
部
　
会

秋
下
　
宗
一 

部
会
長

サ
ー
ビ
ス
部
会

水
野
　
治
郎 

部
会
長

観
光
・
交
通
部
会

澤
　
　
耕
司 

部
会
長

流
　
通
　
部
　
会

手
石
　
幸
洋 

部
会
長
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５

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
観
光
・
交
通
部

会
（
澤
耕
司
部
会
長
）
主
催
の
「
若

手
経
営
塾
」
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が

６
月
14
日
（
水
）
、
鳥
取
市
本
町
３

丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
開

か
れ
、
塾
生
や
会
員
企
業
の
採
用
担

当
者
ら
43
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
こ
れ
ま
で
に
１
万
件
以

上
の
求
人
広
告
を
作
り
続
け
て
き
た

（
一
社
）
求
人
広
告
ラ
イ
タ
ー
協
会

の
関
根
コ
ウ
代
表
理
事
が
務
め
、
実

践
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
交
え
な
が

ら
求
人
広
告
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

指
南
し
ま
し
た
。

　
求
人
広
告
に
応
募
が
な
い
理
由

を
「
情
報
不
足
で
自
社
の
魅
力
が
伝

わ
っ
て
い
な
い
か
ら
」
と
話
す
関
根

講
師
は
、
広
告
に
盛
り
込
む
重
要
な

要
素
と
し
て
▽
企
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
▽

職
場
や
人
の
紹
介
▽
仕
事
の
魅
力
▽

条
件
や
待
遇
―
の
４
つ
を
伝
授
。
求

職
者
は
、
会
社
で
働
く
ス
タ
ッ
フ

の
姿
や
そ
の
仕
事
が
果
た
す
社
会
的

な
役
割
が
想
像
し
や
す
く
な
る
こ
と

で
、
新
た
な
職
場
に
対
す
る
不
安

が
解
消
さ
れ
、
前
向
き
な
気
持
ち
に

な
っ
て
い
く
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
社
の
あ
り
の
ま
ま
で
飾

ら
な
い
求
人
情
報
を
出
す
た
め
に

は
、
ま
ず
自
社
の
魅
力
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
強
調
。
参
加
者

は
二
人
一
組
に
な
り
、
講
師
の
軽
妙

な
ト
ー
ク
術
を
お
手
本
に
、
自
社
の

魅
力
な
ど
を
伝
え
あ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
関
根
講
師
は
「
選
ば
れ
る

一
社
を
目
指
す
前
に
、
ま
ず
は
話
を

聞
い
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
接
触
率

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

 

若
手
経
営
塾
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
　

求
人
広
告
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授

　
　
　
　
　
　
　 

自
社
の
あ
り
の
ま
ま
の
求
人
情
報
を

参加者と意見を交わす関根講師

我が社は飲食店を経営しています。来客数増加を目指して、当社のウェブ
サイトにて無料の会員登録をした人を対象に抽選で賞品を提供しようと考
えていますが、景品表示法との関係でどのような問題があるでしょうか。
今回は、インターネットにおける懸賞について説明します。景品表示法と
の関係でいえば、景品表示法上の「景品類」に該当する場合には景品表示

法の景品規制が適用されるため、「景品類」に該当するかが問題となります。
　ここで「景品類」とは、顧客を誘引するための手段として、事業者が自己の供

給する商品又は役務の取引に付随して（取引付随性）取引の相手方に提供する物品、金銭その他の経済上
の利益であって、内閣総理大臣が指定するものをいいます（景品表示法２条３項）。
　そして、インターネット上で行われる懸賞企画については、消費者はホームページ内のサイト間を自由
に移動することができることから、懸賞サイトが商取引サイト上にあったり、商取引サイトを見なければ
懸賞サイトを見ることができないようなホームページの構造であったとしても、原則として、懸賞に応募
しようとする者が商品やサービスを購入することに直ちにつながるものではないため、取引付随性がない
と考えられています。そして、インターネット上での懸賞応募の条件として、商取引のための無料の会員
登録をすることを求めたとしても、取引付随性がないと考えられています。
　ただし、賞品の引渡しを店舗において行う場合など入店者を対象に経済上の利益を提供する場合には、
取引付随性があると思料されます。
　そして、取引付随性が認められる場合には、「景品類」に
該当するものとして景品表示法の景品規制が適用されるとこ
ろ、懸賞当選者へ賞品の引渡しを行う際にはすでに当選者が
賞品を受け取ることが判明している以上、いわゆる懸賞景品
規制ではなく、総付景品規制が適用されると思料されます。

 インターネットにおける懸賞
Q

事業主と労働者のための

法律相談

Q Ａ＆
148

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Ａ



鳥取商工会議所報
VOL749.2023.7.15

６

動 向

　
鳥
取
市
域
を
越
え
た
広
域
観
光
を

見
据
え
て
、
鳥
取
県
立
美
術
館
の
知

識
を
深
め
よ
う
と
鳥
取
商
工
会
議
所

観
光
・
交
通
部
会
（
澤
耕
司
部
会
長
）

は
６
月
16
日
（
金
）、
鳥
取
市
本
町

３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で

研
修
会
を
開
き
、
部
会
員
20
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
春
に
開
館
予
定
の
鳥

取
県
立
美
術
館
（
倉
吉
市
駄
経
寺
町

２
丁
目
）
は
、
鳥
取
県
立
博
物
館
か

ら
引
き
継
い
だ
美
術
収
蔵
品
や
、
新

た
に
収
集
し
た
国
内
外
の
優
れ
た
作

品
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
所
と

し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
研
修
会
の
講
師
は
、
鳥
取
県
教
育

委
員
会
美
術
館
整
備
局
の
梅
田
雅
彦

局
長
が
務
め
、「
未
来
を
『
つ
く
る
』

美
術
館
・
鳥
取
県
立
美
術
館
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
な
ど

を
投
影
し
な
が
ら
、
美
術
館
の
概
要

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
の
中
心
に
位
置
す
る
美
術

館
は
、
県
内
を
巡
る
観
光
ル
ー
ト
の

一
つ
の
核
に
な
る
と
話
す
梅
田
局
長

は
、
広
域
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
予
測
。「
鳥
取

の
ア
ー
ト
旅
」、「
ま
ん
が
三
巨
匠
を

訪
ね
る
聖
地
巡
礼
」
な
ど
、
テ
ー
マ

を
も
っ
た
旅
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
開
館
後
は
、
美
術
に
ふ
れ
た
そ
の

場
で
思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を

話
す
〝
対
話
型
鑑
賞
〟
の
場
と
す
る

た
め
、
県
内
す
べ
て
の
小
学
４
年
生

を
招
待
す
る
こ
と
を
計
画
。「
地
域

に
根
差
し
、
人
や
ま
ち
と
つ
な
が
り

『
と
も
に
つ
く
る
』
美
術
館
に
し
て

い
き
た
い
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

 

観
光
・
交
通
部
会
が
研
修
会
を
開
催

　
　

新
た
な
広
域
観
光
ル
ー
ト
を
提
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
立
美
術
館
開
館
を
見
据
え

講演する梅田局長
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動 向

　
税
軽
減
効
果
の
期
待
で
き
る
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
知
識
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
鳥
取
商
工
会
議
所
金

融
部
会
（
秋
下
宗
一
部
会
長
）
は
６

月
２
日（
金
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目

の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、
制
度
に
関
心
の
あ
る

経
営
者
ら
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
㈱
山
陰
合
同
銀
行
地
域

振
興
部
の
法
橋
築
副
調
査
役
、
鳥
取

市
経
済
観
光
部
企
業
立
地
・
支
援
課

の
山
根
裕
史
係
長
、
㈱
エ
ッ
グ
の
福

原
明
人
執
行
役
員
関
西
支
社
長
の
３

人
が
務
め
、
制
度
の
概
要
や
全
国
の

厚⽣労働省⿃取労働局委託事業 『高齢者活躍人材確保育成事業』

（公社）⿃取市シルバー⼈材センター 0857‐22‐0050

公益社団法⼈ ⿃取県シルバー⼈材センター連合会
〒683‐0812 ⿃取県⽶⼦市⾓盤町1丁⽬76番地

URL https//www.torisilver‐ren.com
TEL０８５９­３７­２５３１ ＦＡＸ 0859-37-２５３７

そのお仕事

シルバー人材セ
ンターにお任せ

ください！

施設管理
物品管理

事務所等
室内外の

掃除

調理補助
介護補助

販売補助
梱包作業

障子・襖
網戸の張替

製作加工
（工場内で
の軽作業）

一般・経理
等の事務

草刈・剪定
農作業補助

厚生労働省鳥取労働局委託事業　「高齢者活躍人材確保育成事業」

取
組
事
例
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

２
０
１
６
年
度
に
創
設
。
国
が
認
定

し
た
地
方
公
共
団
体
が
行
う
地
方
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
企
業

が
寄
附
を
行
っ
た
場
合
に
法
人
関
係

税
か
ら
税
額
控
除
す
る
も
の
で
す
。

　
始
め
に
、
20
年
度
に
税
額
控
除
が

拡
大
さ
れ
た
制
度
の
概
要
や
動
向
を

法
橋
副
調
査
役
が
分
か
り
や
す
く
解

説
。
続
い
て
、
山
根
係
長
が
鳥
取
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
実
績
や
遊

休
不
動
産
の
利
活
用
、
ま
ち
な
か
観

光
な
ど
を
対
象
に
し
た
寄
附
事
業
を

説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
原
支
社
長
は
冬
季
観
光

事
業
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
さ

れ
た
全
国
の
事
例
の
ほ
か
、
専
門
的

知
識
を
有
す
る
寄
附
企
業
か
ら
自
治

体
に
人
材
を
派
遣
し
て
官
民
連
携
に

よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組

み
な
ど
を
紹
介
。
福
原
支
社
長
は「
今

あ
る
地
域
資
源
を
ど
う
生
か
す
か
が

重
要
」
と
話
し
ま
し
た
。

講師の説明を聞く参加者ら

 

金
融
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
の
活
用
事
例
を
学
ぶ

｢

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税｣

制
度
と
は
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経営改善への取組みを始めて見ませんか！経営改善への取組みを始めて見ませんか！ 
 
 
 
 
 
 

早期経営改善計画策定支援事業 

（通称：ポスコロ事業） 

経営改善計画策定支援事業 

（通称：４０５事業） 

こんな方におすすめ 
 ここのところ、資金繰りが不安定だ。 

 新型コロナで影響を受けた経営を立て直したい。 

 自社の状況を客観的に把握したい。 

 専門家から経営のアドバイスが欲しい。・・・等 

※金融支援を必要としません。 

 必要な売上や利益を確保できる経営管理を。 

 ガバナンス体制を整備したい。 

 黒字体質の企業に転換させたい。 

 業績悪化の根本的な原因を把握したい。・・等 

※条件変更等の金融支援が必要です。 

支援を受けた専門家への支払費用に対する補助 
総額の 2/3（上限 25 万円）までを補助 総額の 2/3（上限 300 万円）までを補助 

フォローアップ 
計画策定から 1 年後にフォローアップ 計画策定完了から 3 年間のフォローアップ 

【お相談・お問い合わせ】 

〒689-1112 鳥取市若葉台南 7 丁目 5 番 1 号  

公益財団法人鳥取県産業振興機構 

鳥取県中小企業活性化協議会（経営改善支援センター）  担当：田井、坪倉 

TEL 0857-33-0197   Email:kaizen@toriton.go.jp 

借入金の返済が

きつくなってきた。 

返済条件の変更

をお願いしたい。 

【ご相談・お問い合わせ】
　〒689−1112　鳥取市若葉台南７丁目５番１号
　　公益財団法人鳥取県産業振興機構　鳥取県中小企業活性化協議会（経営改善支援センター）　担当：田井、坪倉
　　TEL 0857−33−0197　Email:kaizen@toriton.go.jp

動 向

　
鳥
取
市
と
鳥
取
公
共
職
業
安
定
所

な
ど
は
６
月
12
日
（
月
）、
鳥
取
市

本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所

（
児
嶋
祥
悟
会
頭
）
を
訪
れ
、
来
年

春
卒
業
予
定
の
高
校
生
の
求
人
確
保

協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
の
県
内
の
有
効
求
人
倍

率
は
１
・
20
倍
、
正
社
員
の
有
効
求

人
倍
率
は
０
・
95
倍
と
共
に
前
年
同

月
を
下
回
っ
て
お
り
、
雇
用
情
勢
は

一
部
産
業
か
ら
の
求
人
に
減
少
の
動

き
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
引
き
続
き
物

価
上
昇
な
ど
の
影
響
に
十
分
注
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
も
昨
年
度
末
の
新
規
高

卒
者
の
就
職
内
定
率
は
、
学
校
紹
介

希
望
者
に
対
し
１
０
０
％
を
達
成
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
の

ほ
か
、
鳥
取
公
共
職
業
安
定
所
の
福

田
豊
所
長
、
県
高
等
学
校
長
協
会
の

小
川
泉
東
部
地
区
会
長
、
県
私
立
中

学
高
等
学
校
長
会
の
倭
島
慶
吾
副
会

長
が
訪
れ
、
若
者
の
地
元
定
着
に
向

け
た
求
人
確
保
や
正
規
雇
用
の
更
な

る
促
進
な
ど
を
児
嶋
会
頭
に
要
請
し

ま
し
た
。

　
深
澤
市
長
は
「
来
春
高
卒
予
定
者

に
は
、
希
望
通
り
の
地
元
就
職
で
き

る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

話
し
、
福
田
所
長
は
「
若
者
の
県
内

就
職
促
進
に
向
け
た
採
用
計
画
の
策

定
、
求
人
票
の
早
期
提
出
を
お
願
い

し
た
い
」
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
児
嶋
会
頭
は
「
若

者
の
地
元
定
着
は
重
要
な
問
題
。
会

員
事
業
所
に
周
知
し
て
い
く
」
と
協

力
を
約
束
し
ま
し
た
。

 

鳥
取
市
・
公
共
職
業
安
定
所
な
ど

　
　

来
春
高
卒
者
の
求
人
確
保
要
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
規
雇
用
の
更
な
る
促
進
を

要請を受ける児嶋会頭（中央）
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動 向

会
員
情
報
（�

）

敬
称
略
・

順
不
同

５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
け
出
分

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈱
大
真
空
鳥
取
事
業
所

　
鳥
取
市
若
葉
台
南
７
丁
目
３
―
21

　
事
業
所
長
＝
岸
本
　
光
市

◆
日
本
海
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
㈱

　
鳥
取
市
田
園
町
４
丁
目
３
６
０

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
西
嶌
　
一
泰

◆
Ｊ
Ｒ
西
日
本
山
陰
開
発
㈱
鳥
取
支

店
　
鳥
取
市
東
品
治
町
１
１
１
―
１

　
鳥
取
支
店
長
＝
渡
邉
　
徹

【
社
名
変
更
】

◆
㈱
ワ
イ
・
ビ
ー
→
㈱
若
狭
屋

◆
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
鳥
取
支
店
→
㈱
エ
ネ
コ

ム
鳥
取
支
店

◆
㈲
一
高
土
木
→
㈱
一
高
土
木

【
住
所
変
更
】

◆
㈱
ア
ス
コ

　
鳥
取
市
南
吉
方
１
丁
目
73
→
鳥
取

市
千
代
水
２
丁
目
１
２
１
―
２

◆
㈱
ア
ー
ト
建
工

　
鳥
取
市
安
長
82
―
１
　
Ｂ
号
室
→

鳥
取
市
南
隈
８
３
８

◆
㈱
す
ま
い
る
不
動
産

　
鳥
取
市
大
杙
２
２
６
―
38
→
鳥
取

市
末
広
温
泉
町
７
０
２

◆
㈱
ハ
ウ
ス
大
昭
和

　
鳥
取
市
安
長
１
７
５
―
２
→
鳥
取

市
安
長
２
０
６

特許相談会のご案内

　相談会では、アイデア段階から特許
取得、事業発展に至る各段階において、
権利を得るための必要な手順などを専
門家（弁理士）に直接相談できます。
　ぜひお気軽にご利用ください。

１．開催日　随時開催
� （随時申込、日程調整後にオンライン開催）

２．相談員　渡辺国際特許事務所
� 所長弁理士　　渡辺三彦氏　
� 副所長弁理士　水内龍介氏　
� （２人のうち、どちらか１人が対応）

３．問い合わせ先
　　鳥取商工会議所経営支援一課
� TEL：0857−32−8005

鳥取警察署からのお知らせ Vol.53

・試験日程は変更となる場合があります。
・試験内容等の詳細は、鳥取県警察ホームページや
　受験案内をご確認ください。
・受験案内は申込受付期間前に配布を開始する予定
　です。
・「チャレンジコース」はＳＰⅠ３試験を実施するの
　で、公務員試験対策が不要です！

【問合せ先】鳥取県警察本部警務部警務課人事第二係
　　採用案内フリーダイヤル
　　　　　　　　　　　　０１２０－０２２－７１２
　　鳥取県警察ホームページ
　　　　　　https://www.pref.tottori.lg.jp/police/
　★ＬＩＮＥ公式アカウント「鳥取県警察採用
　　係」においても採用情報配信中★

試験区分 申込受付期間 第１次試験日 第２次試験日 学歴要件 年齢要件

警察官Ａ（２回目）

７／28（金）
〜

８／28（月）
９／17（日）

10／30（月）
〜

11／１（水）

大学（短期大学を除く。）を卒業又はＲ
６.３.31 までに卒業見込みの人（人事
委員会が同等の資格があると認める人を
含む。）

Ｓ63.４.２以降に生まれた
人（35歳以下））警察官Ａ（２回目）

チャレンジコース

警察官Ｂ（２回目） 警察官Ａの学歴要件以外の人
Ｓ63.４.２からＨ18．４.１
までに生まれた人（18歳以
上35歳以下）

警察行政
（氷河期世代
チャレンジ枠 )

６／27（火）
〜

７／25（火）
８／27（日） 10／６（金） なし

Ｓ46.４.２からＨ３．４.１
までに生まれた人（33歳以
上52歳以下）

警察行政
（高校卒業程度）

７／28（金）
〜

８／28（月）
９／24（日） 10／27（金）

大学（短期大学を除く。）を卒業又はＲ
６.３.31 までに卒業見込みの人（人事
委員会が同等の資格があると認める人を
含む。）を除く。

Ｈ14.４.２からＨ18．４.１
までに生まれた人（18歳以
上21歳以下）

警察行政
障がい者対象
（身体、精神）

８／25（金）
〜

９／13（水）
10／22（日） 12／１（金） なし

Ｓ59.４.２からＨ18．４.１
までに生まれた人（18歳以
上39歳以下）

☆ 警察官・警察行政職員採用試験日程 ☆

ホームページ

LINE公式
アカウント
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小林　健
積極的な宣言と実行で、サプライチェーン全体の
「成長」と「分配」の好循環を実現しましょう
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当社は、サプライチェーンの取引先の皆様や価値創造を図る
事業者の皆様との連携・共存共栄を進めることで、新たなパート
ナーシップを構築するため、以下の項目に重点的に取り組むことを
宣言します。

１.サプライチェーン全体の共存共栄と規模・系列等を
超えた新たな連携
直接の取引先を通じてその先の取引先に働きかける 「TierN」

から「TierN+1」へ ことにより、サプライチェーン全体での付加価
値向上に取り組むとともに、既存の取引関係や企業規模等を超
えた連携により、取引先との共存共栄の構築を目指します。その
際、災害時等の事業継続や働き方改革の観点から、取引先の
テレワーク導入や BCP 事業継続計画 策定の助言等の支援も
進めます。
個別項目 ※下記から積極的に取り組む項目を特定し項目

毎に取組内容を具体的に記載してください。 

ａ.企業間の連携（オープンイノベーション、M&A 等の事業継承
支援 等)

ｂ.ＩＴ実装支援（共通ＥＤＩの構築、データの相互利用、
ＩＴ人材の育成支援、サイバーセキュリティ対策の助言・支援
等）

ｃ.専門人材のマッチング
ｄ.グリーン化の取組（脱・低炭素化技術の共同開発、省エネ
診断に係る助言・支援、生産工程等の脱・低炭素化、グリー
ン調達 等）

ｅ.健康経営に関する取組（健康経営に係るノウハウの提供、
健康増進施策の共同実施 等）

２.「振興基準」の遵守
親事業者と下請事業者との望ましい取引慣行 下請中小企

業振興法に基づく「振興基準」 を遵守し、取引先とのパートナー
シップ構築の妨げとなる取引慣行や商慣行の是正に積極的に取
り組みます。
※下記①～⑤の取組内容は、「振興基準」(取引対価決定の

際の協議、契約条件の書面交付等)を踏まえた上で、業界

の取引形態に合わせて変更することが可能です。 

※「下請取引以外の企業間取引についても、取引上の立場

に優劣がある企業間での取引の適正化を図るという下記項

目の趣旨に留意する」場合には、その旨記載ください。 

①価格決定方法
不合理な原価低減要請を行いません。取引対価の決定に当

たっては、下請事業者から協議の申入れがあった場合には協議に
応じ、労務費上昇分の影響を考慮するなど下請事業者の適正
な利益を含むよう、十分に協議します。取引対価の決定を含め
契約に当たっては、親事業者は契約条件の書面等による明示・
交付を行います。

②型管理などのコスト負担
契約のひな形を参考に型取引を行い、不要な型の廃棄を促

進するとともに、下請事業者に対して型の無償保管要請を行い
ません。
※型とは、金属、プラスチック、ゴム、ガラス等の素材を、それ

ぞれ目的とする製品の成形加工用に使用される金型のこと

です。型を活用した取引を行っていない場合には、除外し

てください。 

③手形などの支払条件
下請代金は可能な限り現金で支払います。手形で支払う場

合には、割引料等を下請事業者の負担とせず、また、支払サイト
を 60 日以内とするよう努めます。

④知的財産・ノウハウ
知的財産取引に関するガイドラインや契約書のひな形に基づ

いて取引を行い、片務的な秘密保持契約の締結、取引上の立
場を利用したノウハウの開示や知的財産権の無償譲渡などは求
めません。

⑤働き方改革等に伴うしわ寄せ
取引先も働き方改革に対応できるよう、下請事業者に対して、

適正なコスト負担を伴わない短納期発注や急な仕様変更を行い
ません。災害時等においては、下請事業者に取引上一方的な負
担を押し付けないように、また、事業再開時等には、できる限り取
引関係の継続等に配慮します。

３.その他（任意記載）
例 取引先満足度調査の実施、事業活動を通じて得られた利益
やコストダウン等の成果配分を取引先との間で
″50/50（ﾌｨﾌﾃｨ･ﾌｨﾌﾃｨ）″とする、「ホワイト物流」に関する「自
主行動宣言」を表明済み 等
例 約束手形の利用の廃止に向けて、大企業間取引も含め、現
金払いや電子記録債権への移行に取り組みます。

○年○月○日

企業名

□□□□□ 株式会社

役職・氏名（代表権を有する者)

□□□□□□□□□

ひな形 

本宣言のひな形は、サイバー攻撃がサプライチェーン全体へ及ぼす影響の深刻化やテレワークによる労働

環境の変化等により社会的要請が高まっていることを踏まえ、2022年4月1日に、また、中小企業を含めたサ

プライチェーン全体での省エネへの取組を促進するため、2023年２月10日にそれぞれ改正されました。宣言

済み企業は修正して再提出が可能です(任意)。未宣言企業は改正後のひな形をご利用ください。 
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あなたの
ナイスパートナー

商工会議所に
ご入会ください。
私たちは、地域総合経済団体として、
中小企業の活力強化と地方創生、相次ぐ
大規模自然災害やコロナ禍からの
経済再生を、全力で応援しています。

※皆様に安心をお届けする商工会議所保険制
度は、商工会議所に会員としてご入会いた
だくことが条件となります。

皆様とともに、日本再生・変革に挑戦

●上記内容は商工会議所保険制度の概要についてご紹介したものです。各保険の商品名や補償内容、取扱商品は引受保険会社により異なります。保険内容は各保険会社のパンフレットまたは重要事項説明書をご覧ください。詳細は保険約款により
ますが、ご不明の点がありましたらお近くの代理店、お問い合わせ先にご連絡ください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により
作成したものです。 ●商工会議所では、このほかにも各種共済制度を取り扱っております。また、商工会議所によっては一部の保険制度・特約を取扱っていない場合もあります。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告
は、2023年5月時点の引受保険会社の商品内容をもとに作成しております。

日常に潜む｢もしも｣に備えた充実のラインナップ
低廉な保険料でご加入いただける、会員のための商工会議所保険制度

従業員の退職金を、計画的に積み立てる
特定退職金共済制度

「もしも」や「まさか」に備えて安心
生命共済制度

個人・法人の情報漏えいリスクに備えるなら
情報漏えい賠償責任保険制度～サイバーリスク補償型

海外での知財訴訟リスクに備えるなら
海外知財訴訟費用保険制度

海外取引先の債権回収不能リスクに備えるなら
輸出取引信用保険制度

輸出製品などの海外におけるＰＬリスク、リコールリスクに備えるなら
中小企業海外PL保険制度

※この商品は保険ではありません。
海外での安全確保に備えるなら
海外危機対策プラン

https://www.ishigakiservice.jp/保 険 制 度 H P

日本商工会議所制 度 運 営

お問い合わせ先 各地商工会議所 商工会議所名簿

ビジネス総合保険制度
●事業活動における賠償リスク､災害による
　事業休業リスク､財物損壊リスクを総合的
　に補償します｡

業務災害補償プラン
●多様化・複雑化の傾向にある
　「労災事故」から会社も従業員
　もお守りします。

休業補償プラン
●経営者本人とその従業員が、病気
　やケガで働けなくなった場合に、
　収入の減少部分を補います。

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解消し、
　一本化して加入可能
●賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイバー、施設、事業活動
　遂行等）リスクを総合的に補償
●休業に関する補償により災害に遭った際の事業継続のための資金を確保
●サイバー攻撃の激化や攻撃手段の高度化を踏まえ、
　サイバーリスクも補償（オプション）

●労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能（※）

●パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償
　対象可能

●入院中のみならず、就業不能で医師の治療を受けている
　場合も補償
●就業外での病気・ケガまで補償
　（国内外を問わず、365日24時間補償）
●医師の診査が不要で加入手続きが簡単
●天災（地震・噴火・津波等）によるケガも補償

（※）政府労災保険への加入が必要です（使用者賠償責任補償は給付決定
後の支払いになります）。精神疾患、脳・心疾患等の病気や自殺は政府
労災で認定されれば補償可能。

最 大
約33%

割引

最 大
約58%

割引

大同火災海上保険株式会社

共栄火災海上保険株式会社

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

三井住友海上火災保険株式会社

損害保険ジャパン株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

引受保険会社 情報漏えい賠償責任保険制度

事業活動包括保険

ビジネス総合保険制度

賠責総合保険

タフビズ賠償総合保険
タフビズ建設業総合保険

企業総合賠償責任保険
建設業総合賠償責任保険

事業活動総合保険

業務災害補償プラン

業務災害補償保険

タフビズ業務災害補償保険
（業務災害補償保険）

業務災害補償保険

事業活動総合保険

業務災害総合保険

休業補償プラン

所得補償保険団体契約
（天災危険補償特約（所得補償保険用）セット）
GLTD（団体長期障害所得補償保険）

所得補償保険
団体長期障害所得補償保険

所得補償保険、団体長期障害所得補償保険
傷害総合保険、新・団体医療保険

団体総合生活保険

中小企業海外PL保険制度

海外生産物賠償責任保険

生産物賠償責任保険
（海外PL保険）

英文生産物賠償責任保険

輸出取引信用保険制度

輸出取引信用保険

―

―

―

輸出取引信用保険

取引信用保険
（輸出取引・中小企業用）

海外知財訴訟費用保険制度

知的財産権訴訟費用保険

知的財産権訴訟費用保険

知的財産権訴訟費用保険

専門事業者賠償責任保険

2023年5月

自分のペースで、合格をつかむ！ 

日商簿記３級 eラーニング講座を開設します！ 

主催／鳥取商工会議所 

鳥取商工会議所は、独学による日商簿記学習を後押しします。テキスト学習で不安のある方、 

苦手分野を克服したい方、動画講義の受講で学習を補強しませんか。 

パソコン（タブレット、スマホ）とネット環境があれば、いつでもどこでも学習できます。 

◆講座形式：e ラーニング

◆対   象：鳥取商工会議所会員および会員事業所従業員 

◆講座内容：WEB 講義 26 回（約 30 時間）と答案練習 15 回（約 20 時間）、

模擬問題 10 回分（答案作成 1 時間＋解説 1.5 時間／回） 

◆講   師：一般社団法人日本商業教育振興会 

全国の高校生、大学生を主な対象として、丁寧でわかりやすい簿記学習指導に 

定評があります。 

◆学習目安期間：約３か月

◆特   徴：自分のペースで勉強できる 

 書籍だけでは理解しにくい点も WEB 講義視聴でわかりやすい 

 苦手分野を何度でも視聴・演習できる 

   わからない点を講師に質問できる 

◆注意事項：

（１）受講方法について

・お申し込み手続き終了後、ご登録されたメールアドレスに受講に必要なＩＤ・パスワード等を

メールにて案内します。1 利用者につきＩＤ等を 1 つ発行します。

受講者数の上限はありません。

（２）著作権について

・本講座のコンテンツ（テキストや動画等）の関する著作権は、一般社団法人日本商業教育

振興会に帰属します。

・本講座は、申込事業者内においてご活用ください。複製、二次利用は、禁止とします。

※ネット試験は自身のタイミングで受験できます（別途申込が必要です）。ぜひチャレンジしてください！

令和５年１１月１９日（日）

申込期間： 

１０月２日（月）～１０月１８日（水）

第１６５回 

簿記検定試験 

【お問い合わせ】鳥取商工会議所 検定担当 

TEL：0857-32-8004 
FAX：0857-22-6939 
http://www.tottori-cci.or.jp/ 

日本商工会議所検定ホームページ 

https://www.kentei.ne.jp 
詳細は 日商検定 検 索 

変化するビジネスモデルに対応する 
ために、新しいスキルや知識を学ぶ 
「リスキリング」を国も応援しています。 
商工会議所の検定試験は 
業種・業態を問わず広く 
活用いただける資格を取り 
揃えていますので、 
チャレンジしてみて
ください。

受講料 無料 
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日本商工会議所検定ホームページ 

https://www.kentei.ne.jp 
詳細は 日商検定 検 索 

変化するビジネスモデルに対応する 
ために、新しいスキルや知識を学ぶ 
「リスキリング」を国も応援しています。 
商工会議所の検定試験は 
業種・業態を問わず広く 
活用いただける資格を取り 
揃えていますので、 
チャレンジしてみて
ください。

受講料 無料 
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 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
7
月
に
入
り
暑
さ
が
本
格
化
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
私
た
ち
の
活
動
も
こ
の
暑
さ
に
負
け
な

い
よ
う
、
さ
ら
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
3
年
ぶ
り
に
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

り
も
若
桜
街
道
で
開
催
さ
れ
、
市
民
納
涼
花
火

大
会
も
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
鳥
取
の
街
も

大
い
に
盛
り
上
が
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
青
年
部
で
は
今
年
も
夏
場
の
暑
さ
対
策
と
し

て
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
エ
ア
コ

ン
の
使
用
量
を
減
ら
し
て
Ｃ
Ｏ
²排
出
量
を
削

減
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
寄
与
し
、
環
境
に

も
社
会
に
も
優
し
い
経
営
者
と
し
て
の
自
覚
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、6
月
14
日
（
水
）
に
と
り
ぎ
ん
文
化
会

館
第
一
会
議
室
に
て
6
月
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
す
る

中
、
4
月
に
因
幡
千
本
桜
「
桜
の
園
」
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
フ
ォ
ト
＆
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
多
数
の
優
れ
た
作
品
が
応
募
さ
れ
た
中
で
、

県
知
事
賞
、市
長
賞
、会
長
賞
、動
画
大
賞
に
選

出
さ
れ
た
4
名
の
受
賞
者
を
称
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
た
フ
ォ

ト
＆
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
検
証
も
行
い
今
後
の

改
善
点
や
発
展
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
講
師
の
方
々
に
よ
る
講
座
も
行

い
、
真
山
拓
郎
氏
か
ら
は
体
験
型
講
座
で
、
リ

ー
ル
動
画
＆
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
活
用
の
コ
ツ

を
、
山
本
貴
子
氏
か
ら
は
主
に
写
真
＆
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
術
に
つ
い
て
の
貴
重
な
知
識
を
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
例
会
を
通
じ
て
、
広
報
活
動
に
お
け
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
重
要
性
と
効
果
を
再
認
識
し
、
個
人

の
活
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
力
の
向

上
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
6
月
7
日
（
水
）
に
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
新
入
会
員
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
に
は
、
30
名
以

上
の
新
入
会
員
や
既
存
会
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
研
修
で
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史
、
活
動
の
目

的
や
内
容
な
ど
を
座
学
で
学
び
、
交
流
会
で
は

食
事
や
名
刺
交
換
な
ど
を
通
し
て
会
員
同
士
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。「
5
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン

（C
IV

IC
P

R
ID

E

）」
や
「
活
動
内
容
（
月
に
一

度
の
例
会
、
委
員
会
活
動
）」
の
共
有
も
行
い

ま
し
た
。
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
も
早
速
新
し
い

仲
間
が
で
き
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
繋
が
り
が
広

が
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
新
入
会
員
の
皆
さ

ん
は
と
て
も
積
極
的
で
、
話
題
も
豊
富
で
、
私

も
多
く
の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
し
、
仲
間
が
増

え
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
所
属
す
る
と
い
う
こ
と
で
仲

間
が
で
き
、
社
業
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験

が
で
き
る
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、

親
会
で
あ
る
商
工
会
議
所
の
会
員
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
経
営
支
援
や
補
助
金
相
談
や
資
金
調

達
な
ど
の
実
用
的
な
補
助
も
受
け
ら
れ
る
な

ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
面
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
会
員
同
士
の
交
流
を
通
じ
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
輪
が
広
が
り
、
大
き
く
な
り
、
地
域
の
商
工

業
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 7月１5日
鳥取商工会議所青年部
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因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
＆
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発

信
に
つ
い
て
学
ぶ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
講
演
の
6
月
例
会
の
企
画

運
営
を
し
ま
し
た
。
作
品
審
査
、
受
賞
者
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
、
賞
状

や
賞
品
準
備
な
ど
、
関
係
者
が
多
く
複
雑
な
調
整
が
要
る
例
会
運
営

で
し
た
。
例
会
の
前
週
と
当
日
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
変
更
が
あ
っ
た
中
で
も
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
、
改
め
て

こ
の
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
3
月
か
ら
進
め
て
き
た
因
幡
千
本
桜

フ
ォ
ト
＆
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
事
業
が
6
月
例
会
で
実
を
結
び
、
次

年
度
に
繋
げ
ら
れ
る
良
い
例
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
委
員
長
挨
拶
で
は
約
40
年
前
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
先
輩
方
は
「
後
世
に
残

る
市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
ど
こ
に
も
負
け
な
い
桜
の
名
所
を
作
り

た
い
」
と
い
う
想
い
で
、
因
幡
千
本
桜
の
植
樹
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
千
本
桜
の
桜
植
樹
活
動
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
存
在
を
広
く
認
知
・
普
及

す
る
事
業
目
的
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
満
開

の
時
期
に
は
多
く
の
市
民
の
方
々
が
花
見
を
楽
し
ん
で
い
た
光
景
を

見
た
時
に
、
私
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
歴
代
で
築
い
て
き
た
こ
の
桜
の
園
に
誇

り
を
感
じ
ま
し
た
。
と
い
う
内
容
の
話
を
し
ま
し
た
。

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
　
委
員
長
　
太
田 

哲
平

例会の様子

集合写真

６
月
・
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
例
会

６
月
・
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
例
会

　
令
和
5
年
5
月
30
日
、
井
上
直
樹
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
役
員
6

名
で
深
澤
義
彦
市
長
を
表
敬
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
市
長

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
初
め
て
な

の
で
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
が
、
井
上
会
長
が
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
今
後
5
年
間
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
副
会

長
が
担
当
委
員
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
長
か
ら
は
、「
お
城
ま
つ
り
や
交
通
フ
ェ
ス
タ
、

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り
な
ど
へ
の
参
画
で
市
民
の
賑
わ
い
を
活
気
づ
け
て

ほ
し
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動
が
、
鳥

取
市
の
活
気
に
寄
与
で
き
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
つ
つ
、
令
和
5

年
度
の
活
動
に
思
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。
終
わ
る
こ
ろ
に
は
少

し
緊
張
も
解
け
、
深
澤
市
長
と
と
も
に
な
ご
や
か
に
記
念
撮
影
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
5
年
度
も
、
豊
か
な
郷
土
を
築
く
た
め
に

創
意
と
工
夫
、
勇
気
と
情
熱
を
傾
け
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
！

専
務
理
事
　
田
村 

康
悦

　
6
月
7
日
（
水
）
に
研
修
会
と
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
研

修
会
に
は
29
名
の
新
入
会
員
が
参
加
し
、
森
下
監
事
、
藤
原
総
務
委
員

長
が
講
師
を
勤
め
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史
や
活
動
に
つ
い
て
講
習
し
ま
し
た
。

交
流
会
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
70

名
が
活
発
に
交
流
し
大
盛
り
上
が
り
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
は
マ
ス
ク
着
用
、
人
数
制
限
、
対
面
制
限
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動

に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
不
可
能
で
し
た
。
こ
の
度
の
事
業
で
は
久
し

ぶ
り
に
制
限
な
し
で
開
催
と
な
り
青
年
部
な
ら
で
は
の
活
発
な
活
動
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
数
2
0
0
名
を
超
え
ま
し
た
が
ま
だ

ま
だ
会
員
を
増
や
し
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
広
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
増
強
委
員
会
　
委
員
長
　
田
中 

将
樹

鳥
取
市
表
敬
訪
問

鳥
取
市
表
敬
訪
問

記念撮影

表敬訪問

新
入
会
員
研
修
会

　
　
　
　
　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

新
入
会
員
研
修
会

　
　
　
　
　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

令
和
５
年
度
前
期

研修会の様子

会長挨拶

新  入  会  員

　　  　 古網 有希 君
　   　   （こあみ ゆき）
事 業 所 名  鳥取市役所
所属委員会  政策提言委員会

　 　　 月森 七海 君
　      （つきもり ななみ）
事 業 所 名  日本海テレビジョン放送㈱
所属委員会  広報ブランディング委員会

　　   野村 祥平 君
　   （のむら しょうへい）
事 業 所 名  ㈲開拓
所属委員会  会員増強委員会

交 代 会 員

＋＋
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ビ
ジ
ョ
ン

（C
IV

IC
P

R
ID

E

）」
や
「
活
動
内
容
（
月
に
一

度
の
例
会
、
委
員
会
活
動
）」
の
共
有
も
行
い

ま
し
た
。
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
も
早
速
新
し
い

仲
間
が
で
き
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
繋
が
り
が
広

が
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
新
入
会
員
の
皆
さ

ん
は
と
て
も
積
極
的
で
、
話
題
も
豊
富
で
、
私

も
多
く
の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
し
、
仲
間
が
増

え
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
所
属
す
る
と
い
う
こ
と
で
仲

間
が
で
き
、
社
業
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験

が
で
き
る
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、

親
会
で
あ
る
商
工
会
議
所
の
会
員
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
経
営
支
援
や
補
助
金
相
談
や
資
金
調

達
な
ど
の
実
用
的
な
補
助
も
受
け
ら
れ
る
な

ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
面
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
会
員
同
士
の
交
流
を
通
じ
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
輪
が
広
が
り
、
大
き
く
な
り
、
地
域
の
商
工

業
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 7月１5日
鳥取商工会議所青年部
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因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
＆
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発

信
に
つ
い
て
学
ぶ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
講
演
の
6
月
例
会
の
企
画

運
営
を
し
ま
し
た
。
作
品
審
査
、
受
賞
者
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
、
賞
状

や
賞
品
準
備
な
ど
、
関
係
者
が
多
く
複
雑
な
調
整
が
要
る
例
会
運
営

で
し
た
。
例
会
の
前
週
と
当
日
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
変
更
が
あ
っ
た
中
で
も
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
、
改
め
て

こ
の
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
3
月
か
ら
進
め
て
き
た
因
幡
千
本
桜

フ
ォ
ト
＆
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
事
業
が
6
月
例
会
で
実
を
結
び
、
次

年
度
に
繋
げ
ら
れ
る
良
い
例
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
委
員
長
挨
拶
で
は
約
40
年
前
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
先
輩
方
は
「
後
世
に
残

る
市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
ど
こ
に
も
負
け
な
い
桜
の
名
所
を
作
り

た
い
」
と
い
う
想
い
で
、
因
幡
千
本
桜
の
植
樹
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
千
本
桜
の
桜
植
樹
活
動
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
存
在
を
広
く
認
知
・
普
及

す
る
事
業
目
的
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
満
開

の
時
期
に
は
多
く
の
市
民
の
方
々
が
花
見
を
楽
し
ん
で
い
た
光
景
を

見
た
時
に
、
私
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
歴
代
で
築
い
て
き
た
こ
の
桜
の
園
に
誇

り
を
感
じ
ま
し
た
。
と
い
う
内
容
の
話
を
し
ま
し
た
。

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
　
委
員
長
　
太
田 

哲
平

例会の様子

集合写真

６
月
・
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
例
会

６
月
・
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
例
会

　
令
和
5
年
5
月
30
日
、
井
上
直
樹
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
役
員
6

名
で
深
澤
義
彦
市
長
を
表
敬
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
市
長

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
初
め
て
な

の
で
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
が
、
井
上
会
長
が
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
今
後
5
年
間
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
副
会

長
が
担
当
委
員
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
長
か
ら
は
、「
お
城
ま
つ
り
や
交
通
フ
ェ
ス
タ
、

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
り
な
ど
へ
の
参
画
で
市
民
の
賑
わ
い
を
活
気
づ
け
て

ほ
し
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動
が
、
鳥

取
市
の
活
気
に
寄
与
で
き
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
つ
つ
、
令
和
5

年
度
の
活
動
に
思
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。
終
わ
る
こ
ろ
に
は
少

し
緊
張
も
解
け
、
深
澤
市
長
と
と
も
に
な
ご
や
か
に
記
念
撮
影
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
5
年
度
も
、
豊
か
な
郷
土
を
築
く
た
め
に

創
意
と
工
夫
、
勇
気
と
情
熱
を
傾
け
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
！

専
務
理
事
　
田
村 

康
悦

　
6
月
7
日
（
水
）
に
研
修
会
と
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
研

修
会
に
は
29
名
の
新
入
会
員
が
参
加
し
、
森
下
監
事
、
藤
原
総
務
委
員

長
が
講
師
を
勤
め
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史
や
活
動
に
つ
い
て
講
習
し
ま
し
た
。

交
流
会
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
70

名
が
活
発
に
交
流
し
大
盛
り
上
が
り
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
は
マ
ス
ク
着
用
、
人
数
制
限
、
対
面
制
限
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動

に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
不
可
能
で
し
た
。
こ
の
度
の
事
業
で
は
久
し

ぶ
り
に
制
限
な
し
で
開
催
と
な
り
青
年
部
な
ら
で
は
の
活
発
な
活
動
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
数
2
0
0
名
を
超
え
ま
し
た
が
ま
だ

ま
だ
会
員
を
増
や
し
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
広
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
増
強
委
員
会
　
委
員
長
　
田
中 

将
樹

鳥
取
市
表
敬
訪
問

鳥
取
市
表
敬
訪
問

記念撮影

表敬訪問

新
入
会
員
研
修
会

　
　
　
　
　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

新
入
会
員
研
修
会

　
　
　
　
　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

令
和
５
年
度
前
期

研修会の様子

会長挨拶

新  入  会  員

　　  　 古網 有希 君
　   　   （こあみ ゆき）
事 業 所 名  鳥取市役所
所属委員会  政策提言委員会

　 　　 月森 七海 君
　      （つきもり ななみ）
事 業 所 名  日本海テレビジョン放送㈱
所属委員会  広報ブランディング委員会

　　   野村 祥平 君
　   （のむら しょうへい）
事 業 所 名  ㈲開拓
所属委員会  会員増強委員会

交 代 会 員

＋＋
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令
和
５
年
６
月
７
日
（
水
）
～
９

日
（
金
）
の
３
日
間
、児
嶋
祥
悟
会
頭
、

田
口
晃
也
副
会
頭
、
女
性
会
会
員
の

総
勢
18
名
で
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
北

海
道
釧
路
市
の
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
女
性
会
創
立
60

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
６
月
に
実
施
す
る

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

２
度
延
期
。
今
年
度
、
よ
う

や
く
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
念
願
の
実
施
と
な
っ
た
今

年
は
、
釧
路
市
と
鳥
取
市
の

姉
妹
都
市
締
結
60
周
年
の
年

で
す
。
延
期
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
記
念

事
業
を
実
施
で
き
た
こ
と
に
、
深
い

ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
釧
路
商
工
会
議
所
女

性
会
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。
当
女
性
会
の
福
嶋
理
事
（
ブ
リ

リ
ア
ン
ト
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
㈱
）
の
事

例
報
告
や
、「
会
員
増
強
」「
女
性
会

の
認
知
度
向
上
に
向
け
た
活
動
」
な

ど
を
テ
ー
マ
に
活
発
に
意
見
を
交
わ

す
な
ど
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
児
嶋
会
頭
の
柔
軟
で

ユ
ニ
ー
ク
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
に
つ
ら

れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
過
ご

せ
た
こ
と
も
印
象
的
な
思
い
出
で
す
。

　
２
日
目
は
市
内
を
観
光
し
、
最
終

日
に
は
鳥
取
と
ゆ
か
り
の
深
い
鳥
取

小
学
校
と
鳥
取
神
社
の
、
２
つ
の
施

設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た

「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
贈
呈
セ
レ
モ

ニ
ー
」
で
は
、
児
童
の
皆
さ
ん
に
子

供
用
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
５
本
と
、
因

幡
の
傘
踊
り
の
創
始
者
・
山
本
徳
次

郎
を
主
人
公
と
し
て
発
祥
地
（
鳥
取

市
国
府
町
谷
地
区
）
の
住
民
を
中
心

に
制
作
さ
れ
た
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
鳥
取
小
学
校
で
は
、

毎
年
運
動
会
で
児
童
た
ち
が
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
傘
踊
り
を
披
露
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
校
内
に
設
け

ら
れ
た
鳥
取
博
物
館
を
見
学
し
、
展

示
さ
れ
て
い
る
鳥
取
に
ゆ
か
り
の
深

い
品
々
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
次
に
訪
問
し
た
鳥
取
神
社
で
は
、

胸
熱
く
な
る
祝
詞
で
お
祓
い
い
た
だ

き
ま
し
た
。

奇
し
く
も
訪

問
し
た
６
月

９
日
は
、
鳥

取
藩
士
族
が

釧
路
に
渡
り

つ

い

た

日

で
、
午
後
か

ら
報
恩
慰
霊

祭
が
執
り
行

わ
れ
る
日
で

も
あ
り
、
不

思
議
な
縁
を

感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
釧
路
を
後
に
す
る
時
、
釧
路

商
工
会
議
所
女
性
会
の
吉
田
会
長
が
、

わ
ざ
わ
ざ
お
見
送
り
の
た
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
人
ず
つ
に

お
土
産
も
い
た
だ
く
な
ど
、
深
い
絆

が
で
き
、
思
い
の
詰
ま
っ
た
交
流
と

な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
視
察
事
業
は
鳥
取
商
工
会
議

所
女
性
会
の
団
結
と
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
地
域
経
済
復
興
の
起
爆
剤
と
な

る
べ
く
行
っ
た
事
業
で
し
た
が
、
鳥

取
・
釧
路
双
方
の
未
来
に
向
け
て
、

実
り
あ
る
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
こ

と
、
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

2023 ７ JULY

女性会だより

鳥
取
神
社
で
の

奉
納
神
事
の
様
子

　
～
鳥
取
商
工
会
議
所
女
性
会
　
創
立
60
周
年
記
念
事
業
～

　
　
　
姉
妹
都
市
　
北
海
道
釧
路
市
を
視
察

釧路女性会・吉田会長と 　
鳥取女性会・中井会長（右）

しゃんしゃん傘贈呈セレモニー
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　（
一
社
）
鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
は
、
次
の
通
り
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
▼
応
募
期
間
―
２
０
２
４
年
１
月

31
日
（
水
）
▼
テ
ー
マ
―
魅
力
あ
る

鳥
取
市
▼
撮
影
対
象
地
域
―
鳥
取
市

内
※
対
象
地
域
外
で
撮
影
さ
れ
た
作

品
は
無
効
▼
応
募
点
数
―
１
人
３
点

ま
で
▼
撮
影
日
―
23
年
１
月
以
降
に

撮
影
さ
れ
た
作
品
▼
そ
の
他
―
申
込

方
法
な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
▼
問
い
合
わ

せ
先
―
（
一
社
）
鳥
取
市
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
℡
０
８
５
７
―
26

―
０
７
５
６
）

鳥
取
市
観
光
　
　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
振
興
会
は
、

第
59
回
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
を
次
の
通

り
開
催
し
ま
す
。

 
【
前
夜
祭
】

　
▼
日
時
―
８
月
13
日
（
日
）
午
後

６
時
～
午
後
９
時
▼
場
所
―
風
紋
広

場
（
鳥
取
市
東
品
治
町
）
▼
内
容
―

す
ず
っ
こ
踊
り
、
セ
レ
モ
ニ
ー
（
第

23
代
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
鈴
の
音
大

使
就
任
式
な
ど
）

 

【
一
斉
傘
踊
り
】

　
▼
日
時
―
８
月
14
日
（
月
）
午
後

６
時
30
分
～
午
後
９
時
▼
場
所
―
中

心
市
街
地
（
本
通
り
～
若
桜
街
道
～

片
原
～
智
頭
街
道
）
▼
内
容
―
一
斉

傘
踊
り
、
傘
踊
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
鳥
取
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
祭
振
興
会
事

務
局
（
℡
０
８
５
７

―
20
―
３
２
１
０
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
ま
た
、
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
振

興
会
と
㈱
新
日
本
海
新
聞
社
は
、
第

70
回
市
民
納
涼
花
火
大
会
を
次
の
通

り
開
催
し
ま
す
。

第
59
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
祭
の
ご
案
内

　
▼
日
時
―
８
月
15
日
（
火
）
打
ち

上
げ
開
始
時
間

：

午
後
８
時
～
＊
少

雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
20
日
（
日
）

に
順
延
▼
場
所
―
千
代
河
原
市
民
ス

ポ
ー
ツ
広
場

　
鳥
取
空
港
ビ
ル
㈱
は
、
鳥
取
空
港

に
関
す
る
写
真
を
次
の
通
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
▼
応
募
期
間
―
７
月
31
日
（
月
）

必
着
▼
募
集
作
品
―
①
２
０
２
１
年

１
月
１
日
以
降
に
撮
影
し
た
写
真
②

鳥
取
空
港
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
撮
影

さ
れ
た
写
真
③
鳥
取
空
港
や
飛
行

機
、
空
の
旅
を
表
現
す
る
写
真
（
飛

行
機
が
写
っ
て
い
な
く
て
も
可
）
④

組
写
真
不
可
▼
受
賞
作
品
―
10
月
予

定
の
空
の
日
イ
ベ
ン
ト
で
発
表
、
表

彰
さ
れ
る
ほ
か
、
作
品
展
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
▼
そ
の
他
―
申
込
方
法

な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
▼
問
い
合
わ
せ
先

―
鳥
取
空
港
ビ
ル
㈱

空
港
フ
ォ
ト
コ
ン
係

（
℡
０
８
５
７
―
28

―
１
４
０
２
）

鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
　
　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

編　集　室
　

◆
過
ご
し
や
す
い
６
月
の
あ

る
夜
、
窓
を
開
け
て
い
る
と
カ

エ
ル
の
大
合
唱
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
本
格
的
な
夏
の
到
来
を

迎
え
、
セ
ミ
の
大
合
唱
も
そ
ろ

そ
ろ
で
し
ょ
う
か
◆
今
月
号
の

表
紙
写
真
は
、（
一
社
）鳥
取
市

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が

主
催
す
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
受
賞
作
品
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
審
査
員
か
ら「
鳥

取
砂
丘
の
砂
と
青
い
空
と
海
、

遠
く
に
映
る
ラ
ク
ダ
と
観
光
客

の
構
図
が
と
て
も
良
い
」
と
評

価
。
鳥
取
ら
し
い
ス
テ
キ
な
写

真
で
す
◆
夏
本
番
。
熱
中
症
に

気
を
付
け
て
水
分
・
塩
分
補
給

を
心
掛
け
た
い
で
す
ね
‼�（
Ａ
）

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

７
／
22
㈯

第
32
回
鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

23
㈰

第
32
回
鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

24
㈪

第
32
回
鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

25
㈫

第
32
回
鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

26
㈬

第
32
回
鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

27
㈭

第
32
回
鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

29
㈯

合
唱
練
習

30
㈰

合
唱
練
習

31
㈪

高
校
生
看
護
体
験

８
／
５
㈯

パ
レ
ッ
ト
夏
あ
そ
び（
ク
レ
ー
ン
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
、
ミ
ニ
工
作
コ
ー
ナ
ー
、

キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
）【
申
込
要
】

６
㈰

パ
レ
ッ
ト
夏
あ
そ
び
（
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
、
ラ
ジ
コ

ン
カ
ー
ミ
ニ
サ
ー
キ
ッ
ト
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
ミ

ニ
工
作
コ
ー
ナ
ー
、
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
）【
公
開
】

８
㈫

展
示
会

９
㈬

展
示
会

10
㈭

展
示
会

11
㈮

展
示
会

12
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

土
曜
夜
市
の
た
め
の
控
室

14
㈪

第
59
回　

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭　

参
加
者
受
付
会
場

※
利
用
予
定
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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１
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
▽

マ
ル
経
推
薦
団
体
連
絡
協
議
会
▽
青
年
部

会
員
交
流
委
員
会･

政
策
提
言
委
員
会

２
　
金
融
部
会
総
会
▽
監
事
会
▽
青
年
部
ビ
ジ

ネ
ス
委
員
会
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

５
　
青
年
部
総
務
委
員
会

６
　
工
業
部
会
企
業
視
察
会
▽
青
年
部
ま
ち
な

か
活
性
化
委
員
会
・
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
委
員
会

７
　
女
性
会
釧
路
視
察
研
修
（
９
日
ま
で
、
釧

路
市
）▽
青
年
部
鳥
取
県
知
事
表
敬
訪
問
・

新
入
研
修
交
流
会

８
　
青
年
部
会
員
交
流
委
員
会

11
　
日
商
簿
記
検
定
試
験

12
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
新
卒
者
採
用
求
人

要
請
▽
サ
ー
ビ
ス
部
会
総
会

13
　
運
営
委
員
会

14
　
県
商
女
性
連
定
期
総
会
・
会
員
交
流
会
▽

企
画
政
策
委
員
会
▽
若
手
経
営
塾
セ
ミ

ナ
ー
▽
青
年
部
例
会

15
　
Ｌ
Ｆ
Ｐ
特
別
委
員
会

16
　
観
光
・
交
通
部
会
総
会

19
　
青
年
部
政
策
提
言
委
員
会

20
　
金
融
相
談
会
▽
青
年
部
５
役
会

22
　
常
議
員
会

23
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
視
察
（
松
江
市
）
▽
流
通
部
会
総
会

25
　
日
商
珠
算
検
定
試
験

27
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
▽
青
年
部
理
事
会

29
　
通
常
議
員
総
会

30
　
建
設
部
会
総
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）
６
月
抜
粋

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　８月15日（火）午前10時〜12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室

　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）

　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

本社・工場  鳥取市古海356番地1　TEL（0857）23ー2211 FAX（０８５７）２７ー１７６６

、キッチキ ンカー等、特装車装車両の製両の 造　消防・防災用品の販売売消防車、キッチンカー等、特装車両の製造　消防・防災用品の販売

－人を守り街を守る　私達の使命です－



鳥取商工会議所は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

鳥取商工会議所報 No.749  2023年7月15日発行

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL http://www.tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内


